
 

農作物の収穫に伴って生じるバイオマス(副産物)の 

持続可能性（合法性）の確保に関する自主的取組について 

 

勇払エネルギーセンター合同会社 

 

 

勇払バイオマス発電所で使用する農産物の収穫に伴って生じるバイオマス（PKS）の持続

可能性（合法性）確保に関する取り組みは、以下の通りです。 

 

記 

 

１. 発電所概要 

 

 

２. 持続可能性確保に関する自主的取り組みの内容 

 

①PKS の主要な燃料調達事業者である日本製紙木材株式会社にて、Green Gold Label の 

CoC（Chain of Custody）認証を取得しています。 

 

②燃料調達事業者を通じて、主要な燃料発生地点（搾油工場）以降の流通経路および持続

可能性（合法性）の確保のために適切な配慮がなされているかの把握に努めてまいります。 

 

③燃料調達事業者社を通じて、主要な燃料発生地点（搾油工場）以降の流通経路において、

持続可能性（合法性）を担保する第三者認証の取得状況の確認に努めてまいります。 

 

３．燃料発生地点 

 

  発電所で使用する PKS は、インドネシアとマレーシアの 2 国から調達予定です。燃料

調達事業者を通じて燃料調達先の確定を進めています。現時点で、候補となる搾油工場は

以下の通りです。 

 

発電設備の名称 勇払バイオマス発電所 1 号発電設備

発電設備の出力 74,950kW

設備ID        O999011A01

運転開始       2023年2月



 



 


